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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
お
揃
い
で
健

や
か
な
良
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
〉

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
よ
り
村
民
の
皆
様
方
に
は

何
か
と
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
、

河
辺
村
行
政
が
円
滑
に
進
展
を
遂

げ
て
お
り
ま
す
こ
と
を
深
く
感
謝

し
て
お
り
ま
す
と
と
も
に
、
心
か

ら
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

四
年
前
の
村
長
選
に
お
き
ま
し

て
は
大
多
数
の
ご
支
援
を
受
け
、

当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
以
来
四

(1) 

長

大

野

富
士
男

年
問
、
村
民
各
位
の
暖
か
い
ご
指

導
と
ご
支
援
に
よ
り
ま
し
て
初
期

の
目
的
が
達
成
で
き
ま
し
た
こ
と
、

衷
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次

第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
村
は
、
今
後
な
お
多
く
の
懸

案
で
あ
り
ま
す
大
事
業
を
も
っ
て

お
り
ま
す
。
例
え
ば
、
衰
退
を
続

け
て
お
り
ま
す
農
林
業
の
問
題
、

こ
の
こ
と
は
す
で
に
国
が
第
四
次

全
国
総
合
開
発
計
画
の
策
定
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
農
村

を
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
、

国
の
基
本
構
想
で
は
こ
れ
ま
で
の

大
都
市
に
か
た
よ
っ
た
集
中
型
か

ら
、
地
域
の
自
主
性
を
前
提
と
す

る
分
散
型
へ
と
重
視
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
を
踏
ま
え
て
生
産
基
盤
を
強

化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
林
業

者
が
定
着
し
う
る
定
住
社
会
の
形 て

保

存

し

ま

し

よ
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成
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
村
道
及
び
農
道
・
林

道
の
整
備
、
護
岸
工
事
等
に
よ
る

河
川
の
整
備
も
急
務
で
あ
り
ま
す
。

住
民
福
祉
施
設
等
の
整
備
、
特

に
長
寿
社
会
の
対
応
も
図
っ
て
ま

い
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

過
疎
化
に
伴
う
幼
児
教
育
に
関

す
る
施
設
等
も
対
処
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
今
ま

で
の
見
る
観
光
か
ら
参
加
交
流
型

観
光
へ
と
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
す

る
中
で
、
自
然
を
生
か
し
地
域
の

活
性
化
の
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う

な
観
光
推
進
を
図
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
昭
和
六
十
二
年
度
当

初
予
算
編
成
に
お
き
ま
し
で
も
基

本
構
想
に
基
い
た
積
極
的
な
政
策

的
予
算
編
成
を
行
い
ま
す
。

そ
し
て
二
十
一
世
紀
に
目
を
向

け
て
、
村
民
の
皆
様
方
の
福
祉
向

上
を
め
ざ
し
、
増
大
す
る
行
政
需

要
に
応
え
る
た
め
に
全
身
全
霊
を

傾
注
し
て
、
村
民
各
位
の
付
託
に

応
え
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
常
に
大
切
に
し
て
い
き
た 、っ)

S61. 1. 1~1.928(- 41) 

S60. 1. 1 ~1， 981(- 94) 

S59. 1. 1 ~2.005(- 1l 8) 

S58. 1. 1~2.072(-185) 

S57. 1. 1~2.105(-218) 

人のうごき
(昭和62年 1月1日現在)

世帯数 591戸
男子 969人

女子 918人

計 1，887人

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、

私
の
政
治
理
念
で
あ
り
ま
す
「
対

話
を
通
じ
て
行
う
和
の
行
政
」
村

民
の
総
意
を
反
映
し
た
和
の
行
政

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
地
域
の
生
の
声

を
聞
き
な
が
ら
、
特
に
、
議
員
各

位
の
皆
さ
ん
と
合
議
を
尽
く
し
な

が
ら
初
心
を
忘
れ
ず
「
心
豊
か
で

這
し
い
農
林
業
の
村
づ
く
り
」
「
潤

い
と
活
力
の
あ
る
豊
か
な
村
づ
く

り
」
に
最
善
を
尽
く
し
て
参
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
な
お
引

き
続
き
、
絶
大
な
る
ご
支
援
ご
協

力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ど
う
か
村
民
の
皆
様
方
に
は
今

年
も
ご
多
幸
で
あ
り
、
ご
健
勝
で

あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
を

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

明去

'

私

た

ち

の

青

春

時

代

I
L
は
、
軍
国
主
義
と
い
う

4AV
色
一
式
に
ぬ
り
つ
ぶ
さ

i
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
美

+
A
T

し
い
も
の
と
し
て
そ
の

う
ー
よ
う
に
教
育
さ
れ
て
き

.
た
結
果
「
戦
争
・
敗
戦
」

と
い
う
み
じ
め
な
憂
き
目
を
見
る

に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
戦

後
輝
か
し
い
発
展
を
遂
げ
て
き
た

が
、
反
面
、
最
も
大
切
な
も
の
を

忘
れ
て
来
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、

新
聞
や
テ
レ
ビ
等
で
毎
日
の
よ
う

に
報
道
さ
れ
て
い
る
身
の
毛
の
よ

だ
つ
よ
う
な
事
件
、
人
を
傷
つ
け

る
の
に
無
神
経
な
人
の
多
い
こ
と

で
あ
ろ
う
か
、
愛
の
な
い
暗
い
灰

色
の
社
会
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

「
人
を
愛
し
得
る
者
は
幸
福
で

あ
る
、
而
し
て
愛
し
得
ら
れ
る
者

は
更
に
幸
福
で
あ
る
」
こ
れ
は
若

い
頃
何
か
の
本
で
心
に
刻
ん
だ
一

節
で
あ
る
。
母
性
愛
を
始
め
と
し

て
、
世
に
交
換
さ
れ
る
多
く
の
愛

に
よ
る
生
活
、
そ
れ
は
世
の
秩
序

を
正
し
明
る
い
社
会
に
導
く
最
も

大
切
な
要
素
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
そ
こ
に
社
会
が
、
平

和
と
い
う
明
る
い
色
に
染
ま
る
色

素
が
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

(K)



あ
げ
ま
し
て

こ
と
は
困
難
な
こ
と
で
す
。
又
児

童
と
し
て
も
、
半
分
以
下
の
学
習

時
間
で
は
、
社
会
性
や
協
調
性
、

自
ら
学
ぶ
学
習
意
欲
な
ど
に
欠
け

る
こ
と
は
、
ご
く
当
り
前
の
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
、
昨
年
の
十
一
月

十
九
日
、
村
の
幼
小
教
育
改
善
研

究
協
議
会
に
お
い
て
検
討
し
た
結

果
「
小
学
校
の
統
合
も
や
む
を
え

な
い
」
と
し
て
、
統
合
推
進
の
方

向
で
検
討
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
旨
を
村
長
並
び
に

議
会
に
対
し
て
報
告
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

小
学
校
の
統
合
は
、
強
制
す
べ

き
も
の
で
は
な
く
、
地
域
住
民
の

意
志
を
尊
重
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
が
「
二
十
一
世
紀
を
支
え
る
子

供
た
ち
の
教
育
を
、
ど
う
す
べ
き

か
」
今
一
度
、
冷
静
に
ご
判
断
下

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

教
育
効
果
を
高
め
る
た
め
に
は
、

学
校
の
適
正
規
模
や
教
育
環
境
の

整
備
充
実
、
教
職
員
の
資
質
の
向

上
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

現
状
の
ま
ま
で
は
対
応
に
無
理
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
参
考
資
料
と
し
て
児
童

数
の
推
移
を
お
し
ら
せ
い
た
し
ま

す。

時空 S61 S62 S63 S64 

河辺小 66 60 56 55 

坂本小 29 23 18 17 

北平小 26 26 24 23 

言十 121 109 98 95 
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お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
日

頃
、
皆
様
に
は

教
育
行
政
の
向

上
の
た
め
に
暖

昭和62年 1月10日

か
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た

だ
き
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま

表 1

学~校学''-.._年 I年 2年 3年 4年 5年 6年 言十

河辺小 7 7 7 10 11 13 55 

坂本小 4 2 4 3 2 2 17 

北平小 5 3 6 2 5 2 23 

計 16 12 17 15 18 17 95 

学年別児童数 (S64年度分)

す。

過
疎

化
が
進
む
な
か

で
、
児
童
数
の

減
少
に
伴
う
複

式
学
級
の
増

加
、
老
朽
化
す

る
教
育
施
設
設

備
な
ど
、
数
多

く
の
問
題
を
か
か
え
て
い
ま
す
。

戦
後
の
教
育
を
見
直
す
教
育
改
革

が
行
わ
れ
、
画
一
的
教
育
か
ら
、

個
性
化
教
育
へ
の
転
換
が
図
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
ご
案

内
の
と
お
り
で
す
。
い
か
に
教
育

改
革
が
行
わ
れ
よ
う
と
も
、
一
人

の
教
師
が
、
多
数
の
学
習
者
を
相

手
と
す
る
、
一
斉
授
業
方
式
に
変

化
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

立
派
な
教
師
で
あ
っ
て
も
、
一

人
が
二
人
分
の
役
目
を
消
化
す
る

さ
て
、

f丈わカ瓦

表 2
教
育
委
員
に

細
井
謙
太
郎
氏
就
任

去
る
九
月
二
十
五
日
の
村
議
会

に
お
い
て
、
前
教
育
委
員
五
頭
建

市
氏
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
後
任

と
し
て
露
内
の
細
井
謙
太
郎
氏

(
五
二
歳
)
が
推
薦
さ
れ
、
十
月

一
日
付
を
も
っ
て
教
育
委
員
に
任

命
さ
れ
ま
し
た
。
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第
-
回
産
業
文
化
祭
が
、
十
二

月
六
、
七
日
の
二
日
間
「
明
日
を

見
つ
め
る
ふ
れ
あ
い
広
場
」
を
テ
ー

マ
に
、
村
公
民
館
を
主
会
場
に
し

て
盛
大
に
聞
か
れ
ま
し
た
。

恒
例
の
村
民
文
化
祭
は
、
す
で

に
十
年
経
て
き
ま
し
た
が
、
今
年

は
グ
農
林
業
の
振
興
と
文
化
の
向

J丈わす'J"昭和62年 1月10日)
 

つみ(
 

安い野菜、加工食品に人気の、ふれあい市、

上
を
め
ざ
し
。
よ
り
幅
広
い

に
し
よ
う
と
、
名
称
も
「
か
わ
べ

産
業
文
化
祭
」
に
改
名
し
、
あ
ら

ゆ
る
機
関
、
団
体
の
代
表
者
で
構

成
し
た
実
行
委
員
会
を
組
織
し
て

の
第
一
回
日
の
催
し
に
な
っ
た
も

の
で
す
。

公
民
館
を
士
会
場
に
し
た
展
示

部
門
で
は
、
書
道
・
絵
画
・
栢
川
町
。

写
真
・
趣
味
の
作
品
・
健
康
パ
ネ

ル
な
ど
。

回
周
辺
の
会
場
で
は
農
林
業
資
料

展
@
木
材
展
・
生
花
展
。

ま
た
催
物
部
門
で
は
、
曲
畏
林
一
汗

物
品
評
会
@
ふ
れ
あ
い
い
巾
@
婦
人

会
パ
ザ
l
@
和
牛
見
本
市
@
農
林

業
相
談
コ
ー
ナ
ー
@
焼
肉
@
ア
マ

ゴ
料
開
コ
ー
ナ
ー
-
小
中
学
生
音

楽
発
表
会
・
文

化
グ
ル
ー
プ
発

表
会
。
位
康
相
談
・
パ
ソ
コ
ン
-

V
T
R
コ
ー
ナ
ー
-
チ
ャ
リ
テ
ィ

即
売
会
・
農
林
業
機
械
即
売
@
テ

レ
ホ
ン
コ
ー
ナ
ー
。
お
た
の
し
み

抽
選
な
ど
、
多
彩
な
催
し
に
な
り

ま
し
た
が
、
来
年
度
は
よ
り
一
層

充
実
し
た
内
容
に
し
よ
う
と
、
関

係
者
は
は
り
き
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
審
査
の
あ
っ
た
農
林
産

の
入
賞
者
は
次
の
と
お

り判

長

賞

農
協
組
合
長
嘗
一

斉
林
組
合
長
賞

金!! !I 

生徒たち互いに刺激しあったホ音楽発表会、生七台
住寸
r 、

山梶大松 f生
田 )11 川尾見

末 吉 隆
守 広民主昇明俊

1I }! 

性
見

文化グループも意欲的に作品発表

、可

自慢のホ農林産物、がせいぞろい
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年問
十
二
月
二
十
七
日
、
公
民
館
前

間
一
の
か
交
通
茶
屋
。
に
お
い
て
、
村

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
手
づ
く
り
の

か
し
め
飾
り
。
と
河
辺
中
生
徒
手

づ
く
り
の
汐
千
羽
鶴
。
を
ド
ラ
イ

バ
ー
に
配
っ
て
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

こ
の
善
行
は
、

Jミ

昭
和
六

O
年
か

わカ込第 78号

ら
始
め
ら
れ
、
今
年
は
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
役
員
六

O
名
が
か
し

め
飾
り
。
を
、
自
動
車
用
二
三
五

ケ
と
公
共
施
設
用
三
五
ケ
の
合
計

二
七

O
ケ
を
三
日
か
け
て
作
っ
た

も
の
。ま

た
、
河
中
生
徒
の
か
千
羽
鶴
々

は
、
一
組
一

O
羽
づ
つ
で
一

0
0

組
を
色
紙
で
折
り

あ
げ
た
も
の
。
こ

れ
ら
手
づ
く
り
品

を
祭
壇
に
供
え
、

梶
川
宮
司
に
よ
っ

て
「
交
通
安
全
祈

方
願
祭
」
が
行
わ
れ

4
L
 一

た
後
、
交
通
安
全

や
協
会
関
係
者
と
共

門
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー

ぷ
に
配
っ
て
之
父
通

事
事
故
防
止

4

を
訴

物
え
ま
し
た
。

贈
な
お
当
日
、
老

人
ク
ラ
ブ
と
河
中

生
徒
会
に
対
し
、

大
洲
署
の
大
塚
署

長
か
ら
感
謝
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

成ら @@@@@.@@@@阜白金宣告品百~@@@@@@@@@@ るは い七わ第
績 ゴ @重曹M時価瞳彊量~司事翠現~~.@Ø;lG いかこ合十れー去
は 1 @eJ函E麹掛圏軍司堅男豪雪~~琶湖時事事彊能。 家りれい三 、回る

れ 錦織ーヶ(一語道監((詣832 号主里 f会長震主
。@@@@⑨⑩明殉@陽明明野安宅投f2060 く帯村た参 iマ月

おし @@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@ り意民。加六ラ二

りま に識のし十ソ十
。しずし事れののでりコス四加点、館の催にこつづ健 て六ンー
たま、 r て部部、返 i 、 1~ コと前でさ初ととく康 健歳大日
。せ息二全にと小すス十山 lしを、れめをめり増 脚 ま 会 (
なを元員わ一学方をハコス、出公たて目ると進 をでが日
がは走無か般生法折 kml 、二発民も開的」明を 競の行)

小 0
学 2
生 km

「一一ー」一一「 コ
3 2 1 I 
位位 位ス
露河稲(
内本 田参
智優 8博加
利也分 信 48

1722fE33 
事理記事.

全員が元気に完走し健脚を証明

「

1
位
富
岡
浩
治

(
M
歳
)

t
一

9
分
お
秒
判

1
一
2
位
森
川
好
一
一
(
品
歳
)

「

3
位
北
川
智
也
(
出
歳
)

0
4附
コ

l
ス
(
参
加
M
名
)

「

1
位
土
居
倫
(
ロ
歳
)

一

口

分

制

秒

3

小
学
生
ム

一
2
位
大
森
寿
(
叩
歳
)

「

3
位
土
居
俊
介
(
叩
歳
)

「

1
位
大
野
弘
玄
(
M
歳
)

t
一

日

分

ロ

秒

η

j

一
2
位
小
林
貴
之
(
日
歳
)

「

3
位
松
尾
正
一
(
ロ
歳
)

。6M
コース

(
参
加
日
名
)

「

1
位
二
宮
光
(
日
歳
)

一

但

分

町

秒

小
学
生
士
，
，
“
位
福
宮
千
鶴
(
ロ
歳
)

一
3
位
小
川
知
春
(
孔
歳
)

f
3
位
小
川
博
美

(
9
歳
)

一
1
位
山
本
寛
司

(
M
歳
)

一

2
分
時
沙
問
U

一
般
十

7
4
1
1

一
2
位
続
親
志
(
日
歳
)

一3
位
竹
本
和
弘

(
H
歳
)

※
な
お
、
大
会
運
営
に
あ
た
り
、

河
辺
駐
在
所
・
安
協
支
部
役

員
・
診
療
所
・
分
館
役
員
・
体

育
指
導
員
の
方
々
の
ご
協
力
に

よ
り
無
事
故
で
盛
会
に
終
了
し

ま
し
た
こ
と
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。



第 78号

所
得
税
の
確
定
串
告
は

正
し
く
お
早
め
に

..r-..ミ

昭
和
六
十
一
年
分
の
所
得
税
の

確
定
申
告
は
、
二
月
十
六
日
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
申
告
期
限
は
三
月

i
六
日
(
例
年
は
三
月
十
五
日
で

す
が
月
曜
日
に
あ
た
る
た
め
)
で

す
が
、
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と

税
務
署
は
大
変
混
岨
惜
し
、
落
ち
つ

い
て
相
談
で
き
な
か
っ
た
り
、
長

時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
よ
う
な
こ

と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
山
で
、
推

定
申
告
は
で
き
る
だ
け
い
め
に
お

済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

わ

贈
与
税
の
申
告
を

お
忘
れ
な
く

す3瓦

昨
年
中
に
贈
与
を
受
け
た
財
産

の
価
額
の
合
計
が
、
六
十
万
円
を

超
え
る
と
き
は
、
贈
与
税
の
申
告

脅
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
贈

与
税
の
申
告
と
納
税
は
、
二
月
一

日
か
ら
一
一

A

円
十
六
日
ま
で
で
す
コ

早
め
に
申
刊
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

な
お
税
務
署
か
ら
職
員
を
派
遣

し
て
行
う
納
税
相
談
を
、
次
の
と

お
り
予
{
疋
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

一
、
日
時
二
月
二
十
七
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
四

時
ま
で

一
一
、
場
所
河
辺
村
役
場

(
大
洲
税
務
署
)

昭和62年 1月10日(5) 

l
a剛

h
欝
盟

l

2
月
4
日

少

年

式

H

H

m

日
1
3月
日
日

春
の
全
国
火
災

予
防
運
動

3
月
7
日

出

初

式

U

U

日
中
学
校
卒
業
式

H
H

白
日
小
中
学
校
終
業
式

4
月
6
日
1
日
日
春
の
交
通
安

全
運
動
月
間

小
学
校
人
学
式

中
学
校
入
学
式

4
月

8
B

M

9

日

砂
ま
ご
こ
ろ
銀
行

か
ら
お
礼
申

昭
和
六
十
一
年
一
円
か
ら
同
年

十
二
月
ま
で
に
、
河
辺
村
社
会
福

祉
協
議
会
ま
ご
こ
ろ
銀
行
に
対
し

「
香
典
返
し
に
か
え
て
」
と
次
の

方
々
か
ら
多
額
の
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

船
出
将
則
二
宮
守
、
西
野
高
雄

高
橋
氏
犬
、
日
野
重
樹
、
山
本
茂

慎
、
山
田
健
て
岡
崎
イ
シ
エ

寄
付
金
額
三
一
四

O
、

0
0
0円

各
位
の
ご
芳
志
に
対
し
、
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
支
出
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。
(
十
二
月
末
現
有
)

日
赤
奉
仕
団
活
動
費
戸
、
ぷ
ピ

慰

霊

祭

」

i

十
又
出
額
一
五
六
、
九

O
O円

現
在
残
高

九
O
八、

0
0八
円

!i汀一斉

バレーボール

(男子)

バレーボール

(女子)
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|坂本分吉宮 2()

|大伍分宮古 20ー十U五分館 |402 植松分館:lO

:11おZ 本分館 20
北平分館1(J

1 坂本クラブ| 川

2 大伍クラブ :iU

:3楠松クラブ 20
4 北平クラブ 10 
1 北平分館 I 40 I 

2 植松分館 30

I 3 犬伝分館 20

4 i 坂本分館 I 10 
1 i ::j仁、ド分館 I 40 

2 阪 斗 三 分 館 30

3 附松分館 20
，j 大伍分館 III

l 上大伍分館 10 
2 I 1僧松分館 j() 

ド版本分館 山

f 北平?館山

1 植松分館 I 40 
f 大 伍分館 I :30 I 

北平分館 I 20 I 

坂 本分館 10

植松分館
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マ
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wム
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dyマ《必
Y
V
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#
W
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4
y
J
6
F守
山

#
W
Aが
M
1
t
4
v
d
A古本引
4
F
V引が
r
h
4
Vム
d
t
h
J
Z
J
6
r
d
ヂ
V
ム
U
F
V
A
M
Y
V
A
#
T
j
A
Y
Vム
が
w
h

，V
A
#
w
A
4
wム
ぷ
を
ぬ
が
vtu&FV必
d?ゆhJ

t-

閣
和
故
由
時
一
ン
〕
l
ズ
叩
同
和
対
策
で
は
、
こ
れ
ま
で
続
い
て
、
部
落
解
放
基
本
法
制
一

「

部

落

解

放

基

本

法

同

対

法

、

地

対

法

と

二

度

の

z

江
占
の
実
現
に
全
力
を
傾
倒
し
て
一

法
措
置
が
と
ら
れ
、
十
八
年
間
し
る
。
基
本
法
の
制
定
と
相
ま
っ
同

制
定
の
必
要
性
」

に
二
兆
六
千
億
円
の
国
費
と
そ
て
、
日
本
の
真
の
民
主
化
が
一
昨

れ
を
上
回
る
自
治
体
予
算
が
投
日
も
早
く
実
現
し
て
欲
し
い
も
…

人

さ

れ

た

。

同

和

地

区

の

生

活

の

で

あ

る

。

山

環

境

も

か

な

り

改

善

さ

れ

た

。

¥

¥

」

¥

¥

¥

パ

川

副

一

ま
目
「
「
リ
口
十
の
株
主
ゴ
‘

し
か
し
、
や
る
べ
き
事
業
J
U
キ

一

主

は

一

命

は

γ斗
民
一
も

中
寸
建
三
に
お
り
、
地
対
法
が
失
同
一
日
一
吋
司
U
H

の
充
実
一
国

H

効
す
れ
ば
、
地
方
公
共
団
体
へ
の
一
土
日
汁
パ
寸
1
1一

設

一

白

一

員

一

職

業

の

安

定

一

の
特
別
財
政
措
置
が
な
く
な
り
、
立

4

一
・
一
団
ア
i

l

-

-

上

過
大
な
財
政
負
担
を
強
い
ら
れ
山
一
則
一
軒
ロ
同
川
崎
」

る

こ

と

に

な

る

。

叩

一

同

一

一

例

一

福

祉

の

増

進

一

部
落
問
題
の
解
消
を
ね
が
う

I
Z
一
山
一

F
U打
土

関

係

団

体

等

で

は

、

地

対

法

に

「

寸

l

f

/

ハ2
章一

-ldFWふ
4frhdFMZMV川14ldvpT27VJJO心
V
A
2
4
A
4
r
f
t
J
4
F
F
1
2
5
h
d
ず
川
、
出
?
ゆ
み
M
Z
A
4
5
5
1
4
v
t
d
Z
A
d
z
-台
w
v
-
Y
M
h
d
v
p

M

被
差
別
部
落
の
環
境
改
善
等

山
を
目
的
と
す
る
地
域
改
持
対
第

一
特
別
措
置
法
(
地
対
法
)
は
、

…
三
月
末
を
も
っ
て
期
限
切
れ
と

…
な
る
。
そ
れ
以
後
の
同
和
行
政

引
の
進
め
方
を
検
討
し
て
い
た
地

…
域
改
善
対
策
協
議
会
(
総
務
庁

一
付
属
機
胡
)
は
、
新
た
な
町
限

時
立
法
を
つ
く
り
、
同
和
対
策
事

国
業
を
継
続
す
べ
き
で
あ
る
と
の

ぺ
忌
見
具
申
]
と
日
た
。

昭
和
訓
年
麗

対

抗

競

日分
一
分
一
分

伍
一
平
一
本

大
一
北
一
坂

ノ，

K ;'11動会

(女子)

4 

1 
2 

ト十

ノ
← 

内

〉

F求

日前行右j主主.IJ会

球
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にコ

ノ¥ドミニノ卜
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トー

「女子)

(男子)
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(6) 昭和62年 1月10口

ー
食
生
活
は
ρ

健
康
々
の

メ
イ
ン
テ
l
マ
i

家
放
の
健
康
管
理
は
、
主
婦
の

大
切
な
役
目
で
す
。
と
く
に
食
事

は
健
康
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
だ

げ
に
、
細
心
の
一
げ
山
田
山
を
は
ら
っ
て

い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

家
政
み
ん
な
が
お
い
し
く
食
べ

ら
れ
、
し
か
も
成
長
期
の
子
供
や

お
年
寄
り
¥
ご
主
人
の
年
齢
に
ふ

さ
わ
し
い
食
事
内
容
と
な
る
よ
う

に
配
慮
し
て
下
さ
い
。

昔
か
ら
、
衣
は
一
代
、
住
は
一
一

代
、
食
は
三
代
と
い
わ
れ
て
い
る

./'，ミわ

績
輪
か
り

l
ズ川明

ハ
ハ
コ
グ
サ
(
キ
ク
科

カ瓦第 78号

河
辺
の
道
ば
た
に
普
通
に
見

ら
れ
る
多
年
生
草
本
で
、
ホ
ウ

コ
グ
サ
、
オ
ギ
ョ
ウ
、
ゴ
ギ
ョ

ウ
な
ど
の
別
名
が
あ
る
。

「
老
い
て
尚
な
つ
か
し
さ
名
の

母
子
草
」
と
い
ろ
虚
子
の
匂
が

あ
る
が
、
名
の
由
来
は
不
明
で

=
あ
る
。

E

春
の
七
草
の
一
つ
で
、
七
千
平

E

が
ゆ
や
雑
煮
に
入
れ
る
。
背
は

E

こ
れ
で
草
餅
を
つ
い
た
が
、
色

一
が
う
す
く
い
早
が
少
な
い
の
で
、

よ
う
に
、
食
生
活
の
習
慣
は
で
一
代

に
ま
で
及
ぶ
ほ
ど
重
大
な
こ
と
が

ら
な
の
で
す
。
今
日
一
日
の
正
し

い
食
生
活
が
明
日
の
健
康
に
つ
な

が
り
、
さ
ら
に
将
来
の
健
康
に
つ

な
が
る
こ
と
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
外
食
を
す
る
場
合
に
は
、

穀
物
や
魚
、
肉
類
に
か
た
よ
る
こ

と
が
多
い
の
で
、
朝
食
を
し
っ
か

り
と
っ
て
野
菜
類
な
ど
が
不
足
し

な
い
よ
う
工
夫
し
て
下
さ
い
。

心
と
か
ら
だ
の
健
康
を
守
る
食

生
活
を
き
ち
ん
と
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、

健
康
で
明
る
い
日
々
を
送
り
ま

し
ょ
〉
つ
。

。
健
康
的
で
お
い
し
い
食
事
の

と
り
方
H

p

d

r

A

f

〆

噌

l
u
l
n
i
J
1
4
1
1
H斗
W

4

7
♂二

後
世
ヨ
モ
ギ
に
代
え
ら
れ
た
と

い〉つ。漢
方
で
は
陰
干
し
に
し
た
全

リ
J

b

J

1

グ
ノ
リ
'
hソ

草
を
山
凧
麹
草
と
よ
び
、
咳
止
め
、

た
ん
と
り
に
用
い
る
。

民
間
で
も
、
咳
止
め
、
た
ん

と
り
と
し
て
感
胃
、
百

H
岐
な

ど
に
煎
服
す
る
。

よ
く
似
た
仲
間
に
チ
チ
コ
グ

サ
(
父
子
日
早
)
が
あ
る
が
、
葉

や
茎
が
硬
く
て
利
用
さ
れ
な
い
。

J

時
事
懇
話
掛
@
暴
@
審
議
ω
事
ぺ
春
場
事
審
場
事
ハ
ム
歩
合
最
審
議
ω
審
番
号
事

4

&
R
V

シ

』

ゑ

U

和
ー
し
き
朋
友
の
息
子
が

E
Z手
習

い

て

佐

伯

範

男

蜘

帯

七

五

三

縄

を

縄

い

ぬ

手

先

器

用

に

ふ

中

¥
ゲ
ん
ノ
老
の
身
に
道
行
く
友
の
い
た
わ
り
の
大
西
ミ
ツ
マ
問

一一2g
L

声

に

幹

の

思

い

深

ま

る

判

丹

精

に

酬

ゆ

る

秋

ぞ

葉

に

花

に

佐

伯

君

子

ゆ

¥

ペ

ゾ

い

ろ

あ

ざ

や

か

に

菊

宣

言

な

り

瑚

「一一
O
品
J

』

メ

¥

内

孫

と

ケ

ン

カ

で

き

る

幸

せ

に

清

水

菊

江

蜘

剣

疲

れ

忘

れ

て

今

日

も

精

出

す

喝

事

夢

追

い

て

一

筋

に

歩

み

八

十

近

く

国

井

ミ

ネ

ヲ

時

W

虫

ぱ

む

身

を

ぽ

如

何

に

保

た

ん

関

惨
事
事
長
番
号
容
器
告
審
議
善
幸
春
場
事
警
警
ω
惨
事
@
惨
事
ゐ

①
食
事
の
楽
し
み
は
食
欲
か
ら
/
単
品
だ
け
の
食
事
は
避
け
、
お
か

ど
ん
な
ご
ち
そ
う
で
も
、
食
欲
ず
の
数
が
多
い
定
食
凪
の
メ

が
な
く
て
は
少
し
も
お
い
し
く
食
一
一
ュ
ー
を
選
ぶ
ほ
う
が
無
難
で
す
。

べ

ら

れ

ま

せ

ん

。

⑥

お

い

し

い

食

事

は

楽

し

い

雰

囲

②

食

事

は

口

で

な

く

頭

で

食

べ

よ

気

か

ら

/

う

/

最

近

は

家

族

そ

ろ

っ

て

食

事

を

栄
養
的
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
、
と
る
こ
と
が
少
な
く
な
る
傾
向
に

お
い
し
い
食
事
を
と
る
こ
と
が
、
あ
り
ま
す
が
一
日
一
回
は
家
族
み

毎
日
を
一
バ
気
に
す
ご
す
秘
訣
で
す
。
ん
な
で
楽
し
く
食
卓
を
囲
み
た
い

③
塩
を
減
ら
す
調
理
の
工
夫
を
/
も
の
で
す
。

食
塩
の
と
り
す
ぎ
は
血
圧
の
大

敵
で
す
。
塩
分
を
減
ら
す
だ
め
に

焦
げ
味
を
つ
け
る
。
酸
味
?
味
つ

け
す
る
な
ど
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

④
愛
一
酒
家
は
た
ん
ぽ
く
質
を
十
分
に

た
ん
ぱ
く
質
は
肝
蔵
の
ア
ル
コ
ー

ル
代
謝
機
能
を
高
め
る
た
め
に
欠

か
せ
な
い
栄
養
素
。

⑤
外
食
を
上
手
に
食
べ
る
工
夫

を

/

外
食
す
る
場
合
は
、

な
る
べ
く

j肖

至 1'1
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・
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男

ム
M

末
な
が
く
お
幸
せ
に

「
永
田
朝
生
(
日
其
川
)

「
池
田
真
由
美
(
大
洲
市
)

「

山

本

優

(

中

居

)

(
隠
岐

U
交
差
大
(
大
洲
市
)

す
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

下

大

成

土

E
サ

ク

エ

日

浅

沼

の

山

山

田
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郎

出

成

引

の

瀬
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野

徳

一
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歳

旭

岡

田

キ

ク

エ

打

歳

川

崎

岩

井

石

雄

叩

歳

鴨

谷

向

井

石

太
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自
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金
は
各
公
的
年
金
共
通
の
基
礎
年

金
と
な
り
、
そ
の
宣
山
は
公
的
年

金
加
人
の
出
民
全
体
で
ま
か
な
わ

れ
る
た
め
、
保
険
料
を
納
め
忘
れ

る
こ
と
社
、
年
金
制
度
加
入
者
全

体
に
影
響
を
及
ぼ
す
ご
と
に
な
り

ま
す
。国

民
年
金
は
み
ん
な
で
支
え
る

制
度
で
す
。

ひ
と
り
/
¥
が
保
険
料
を
納
め

忘
れ
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
c

国
民
年
金
の
保
険
料
は

納
め
ら
れ
ま
し
た
か

保
険
料
を
納
め
忘
れ
ま
す
と
、

老
後
の
生
、
出
の
支
え
と
な
る
か
老

齢
基
礎
年
金
α

を
交
け
ら
れ
な
い

ば
か
り
で
な
く
、
万
-
事
故
の
時

に
か
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
。
も
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。

ぃ
ハ
!
一
年
山
月
か
ら
、

国
民
年


